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2024 年(令和６年)９月 20 日 

総 務 局 財 務 室 財 務 担 当 

  

（仮称）みんなでつくる財政白書の策定に向けた検討状況について 

  

 

 財政状況や財政運営上の課題を見える化するとともに、今後の財政収支見込みや財政運営上の

目標及び取組方針を定めることで、持続可能な財政運営を進めていくため、財政白書の令和７年

３月の策定に向けて、明石市財政及び公共施設のあり方に関する検討会や市議会への検討状況説

明会及び意見交換会を実施しながら検討を進めています。 

ついては、現在の検討状況と今後の取組予定について報告します。 

 

１ 財政白書の位置付け 

  目指すまちの姿やまちづくりの方向性を定める「あかし SDG s推進計画」に基づき、優先的

に取り組む施策等を定める「あかし SDG s前期・後期戦略計画」と関連する個別計画として策

定するものであり、財政健全化推進計画の後継となる今後の財政運営指針です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの検討状況 

⑴ 明石市財政及び公共施設のあり方に関する検討会の開催 

 開催日 議事等概要 

第１回検討会 5 月 18日(土) 

・財政白書の策定概要（目的・位置付け・盛り込む内容・検討ス

ケジュール） 

・明石市の財政状況（これまでの財政状況等） 

第２回検討会 6 月 30日(日)  
・明石市の財政状況（今後の見通し・目標案等） 

・財政白書の具体的な策定方針 

第３回検討会 7 月 28日(日) 

・第１回・第２回検討会の振返り 

・財政白書の基礎イメージ案 

【市民参加型ワークショップ】 

・一般参加者(12名)と検討会委員との意見交換 

第 4回検討会 8 月 25日(日) 
・市議会各会派及び市民参加型ワークショップの意見 

・財政白書(たたき案) 

 

あかし SDG s 推進計画（明石市第６次長期総合計画） 

目指すまちの姿：SDG s未来安心都市・明石 ～いつまでも すべての人に やさしいまちを みんなで～ 

まちづくりの方向性：経済・社会・環境（三側面の統合的なまちづくり） 

行政運営の基本姿勢：更なる権限と責任に基づく持続可能で自立した行政 

 

あかし SDG s 前期・後期戦略計画 

優先的に取り組む施策、各分野の主な施策 

効率的・効果的な行政運営：持続可能で自立した行政経営 

個別計画 

（仮称）みんなでつくる財政白書 

財政状況や課題、持続可能な財政運営

の目標や取組方針など 



 

 

⑵ 市議会への検討状況説明会の開催及び意見交換 

 開催日 概 要 

全議員説明会 7 月 1 日(月) 
・財政白書の策定概要 

・財政状況（これまでの財政状況・今後の収支見込み・目標案等） 

各会派との 

意見交換会 

7 月 25日(木)～ 

7 月 29日(月) 
・財政白書に関する意見交換 

 

３ 財政白書 （たたき案） 

これまでの検討会や、ワークショップ、市議会からの意見等を踏まえ、第４回検討会の財政

白書（本編・資料編）たたき案に反映しています。（一部、検討に時間を要するものを除く。） 

 

⑴ 本編 資料１ 

・中学生以上の方を対象とし、読み進めやすいよう、まんがやイラストを活用し、ＱＡ形式

コラムなどの内容をはじめ、手に取ってもらえる工夫などについて検討しています。 

 

⑵ 資料編 資料２ 

・より詳細に財政状況について知りたい方を対象とし、本編の内容をさらに詳細に確認でき

財政の知識のない市民の方の理解が進むよう解説等を加えた内容とすることを検討して

います。 

 

※ 本編 資料１についての、第４回検討会での主な意見の概要は資料３のとおり 

 

４ 今後のスケジュール案等 

 ⑴ 今後のスケジュール 

時期 取組内容 

令

和  

６

年

度 

9 月 市ホームページで財政白書に関する意見募集の開始（～11月） 

10 月 第 5回検討会（10月 26日（土）） 

11 月 タウンミーティング（11月９日(土）） 

12 月 
12 月議会：総務常任委員会報告 財政白書（素案） 

パブリックコメント(～1月) 

１～２月 第６回検討会 財政白書（最終案） 

３月 
３月議会：総務常任委員会報告 財政白書（最終案） 

財政白書の策定、公表 

 

⑵ 企業版ふるさと納税による財源の確保 

  デザイン等作成委託、冊子印刷などの経費について、企業の支援を受け、財政白書を策定

したいと考えています。寄附が見込まれる場合、補正予算等を検討します。 


